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１．はじめに  

鋼床版は，死荷重低減と工期短縮の観点から有利であ

るが，疲労耐久性が課題となっている．本稿では，「鋼床

版の疲労耐久性向上に関する研究 PJ」1)の一環として，

鋼床版の U リブ・横リブ交差部の疲労対策の効果を検証

することを目的に，補強工事前の応力状態を把握するた

めに行った現地計測について報告する． 

２．対象橋梁 

 対象橋梁は，2003 年に竣工され，鋼床版の補強工事が

予定されている橋長 689m，標準部幅員 25.300m（4 車線）

の 8 径間連続鋼床版箱桁（支間割：77.400m＋3@80.000m 

+85.000m +2@98.500 m+85.000m + 83.000m）である．足

場などの条件から，応力測定は第 8 径間で行い，測定位

置を A2 アバットから約 7m に位置する横リブ上とした.  

測定位置の断面は図 1 に示す． 

３．現地計測の内容  

疲労対策前の U リブ・横リブ交差部の応力状態を把握

するために， 試験車走行による動的載荷試験および供用

荷重下の 72 時間連続の応力頻度測定を行った． 

3.1 動的載荷試験 

動的載荷試験には，図 2 に示す

散水車（総重=12.9t，前軸重量=4.2t，

後軸重量=8.5t）を用いた．図 1 に

示すとおり，下り走行車線を約

60km/h の速度で走行させ，追越し

車線寄りの車輪直下に位置する U

リブ・横リブ交差部に着目して応

力測定を行った． 

3.2 応力頻度測定 

応力頻度測定は，｢応力頻度測定

要領（案）：平成 8 年 3 月（財）道

路保全技術センター｣に基づいて，

行った．一般車両通行時の 72 時間

の計測データの応力頻度分析には

ピークバレー法およびレインフロ

ー法を用いた．測定点は図 3 に示

す 7 点とした． 
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図 2 試験車（散水車） 

図 1 測定位置 
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４． 応力測定結果と考察 

4.1 動的載荷試験の結果 

動的載荷試験で試験車が横リブ上を通過した際に各

測定点で観測された応力の最大・最小値を表 1 に，発

生応力が最も大きかった 1 回目の波形を図 4 に示す． 

横リブでは圧縮応力が卓越しており，その最小値

-31MPa は P7 側の測定点②z で観測された．また，全体

的に G2 側の測定点②z，④z が G1 側の測定点①z，③z

より大きい値を示す傾向がみられた．U リブについて

は，G1 側の測定点⑤が圧縮（最小-12MPa），G2 側の測

定点⑥が引張（最大 20MPa）であった．横リブの下フ

ランジでは引張応力のみが発生しており，3 回とも

6MPa であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 応力頻度測定の結果 

供用荷重下の 72時間の応力測定データをもとに行っ

たレインフロー法およびピークバレー法による応力頻

度解析結果を表 2 に示す． 

横リブの最大応力範囲 62MPa と最小圧縮応力-58 

MPa は測定点②z で観測され，その値は動的載荷試験時

の最小圧縮応力-31MPa の約 2 倍であった．U リブの測

定点⑤，⑥の応力範囲 56MPa，54MPa には大きな差は

認められなかったが，測定点⑤では圧縮，測定点⑥で

は引張が卓越していた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応力頻度解析結果から算出した疲労寿命を表 3 に示

す．最も短い疲労寿命は横リブの測定点②z の 400 年程

度（F 等級 2)）となった．参考に H’等級 2)として評価し

た場合，その値は 30 年程度となった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

実橋において補強前の鋼床版の U リブ・横リブ交差

部の応力状態を把握することができた．今後，補強工

事が実施された後，今回と同じ計測位置で応力測定を

行って補強前後の応力を比較し，疲労対策効果の検証

を行う予定である． 
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レインフロー法
最大応力範囲

⊿σ max σ max σ min

①z 46 8 -40

②z 62 4 -58

③z 46 18 -28

④z 40 16 -26

⑤ 56 24 -32

⑥ 54 46 -8

⑦ 16 16 -2

単位： (MPa)

ピークバレー法
最大・最小応力

Uリブ側面

横リブ L.Flg. 下面

応力頻度最大応力一覧　（72時間）

  ゲージ位置　　　　No.

横リブ

Web

P7側

A2側

図 4 動的載荷試験結果 – 波形（1回目） 

表 1 動的載荷試験結果 

 

表 3 疲労寿命の一覧 

 

表 2 応力頻度測定の結果 

 

-35 

-30 

-25 

-20 

-15 

-10 

-5 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 

σ
 (

M
P

a
)

Time (s)

①z

②z

③z

④z

横リブWeb

-35 

-30 

-25 

-20 

-15 

-10 

-5 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 

σ
 (

M
P

a
)

Time(s)

⑤

⑥

⑦

Uリブ側面

横リブ L.Flg.

マイナー則

許容応力
範囲

応力打切
限界

最大応力
範囲

等価応力
範囲

寿命

(MPa) (MPa) (MPa) (MPa) (年)

 ①z F 65 21 46 28 1819

 ②z F 65 21 62 32 439

 ③z F 65 21 46 28 2283

 ④z F 65 21 40 26 8101

⑤ G 50 15 56 22 1085

⑥ G 50 15 54 24 666

⑦ D 100 39 16 --- ∞

 ①z H' 30 7 46 16 104

 ②z H' 30 7 62 18 32

 ③z H' 30 7 46 14 114

 ④z H' 30 7 40 13 243

⑤ H' 30 7 56 13 145

⑥ H' 30 7 54 14 94

⑦ H' 30 7 16 11 2269横リブ L.Flg. 下面

Uリブ側面

横リブ L.Flg. 下面

横リブ

Web

P7側

A2側

Uリブ側面

ゲージ位置　　　　　No.
強度
等級

横リブ

Web

P7側

A2側

表　－　動的載荷試験結果　ー　最大・最小応力一覧表

σmax σmin σmax σmin σmax σmin

①z 1 -10 1 -12 2 -7

②z 1 -31 1 -30 1 -26

③z 3 -4 1 -7 6 -3

④z 0 -11 0 -13 2 -7

⑤ 4 -9 6 -7 1 -12

⑥ 20 0 19 0 21 0

⑦ 6 0 6 0 6 0

(単位：MPa)

2回目 3回目

横リブ

Web

P7側

A2側

Uリブ側面

横リブ L.Flg. 下面

ゲージ位置　　　　　No.
1回目
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